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施設名 日本赤十字社北海道ブロック血液センター 連携領域 臨床検査 

 

病院情報 

住 
所 

〒063-0802 
札幌市西区二十四軒２条１丁目 
１番 20号 

連 絡
先 011-613-6121（代表） 

病 床
数    床 

理 
念 

安全な血液製剤を医療機関へ安定
的に供給するため、献血の受入・
血液検査・血液製剤の製造・医療
機関への供給等の血液事業を国民
の負託に応えるべく責任を持って
実施します。また、血液製剤の更
なる「安全性の向上」と｢安定供
給の確保｣、国民に信頼される効
率的で持続可能な血液事業運営体
制の確立を目指します。 

領域別研修紹介 

領域名 臨床検査 指導医数 １ 名 専門医数 0 名 

（写真） 

《臨床検査専門医研修責任者》 
日本赤十字社北海道ブロック血液センター 
 副所長 紀野 修一 
（専門研修指導医） 
 
研修に関する連絡・問い合わせ先 
日本赤十字社北海道ブロック血液センター TEL 011-613-6121 
担当：副所長 紀野 修一 

研修紹介欄（研修の特色、施設のストロングポイント、学会認定施設、連絡先など） 
北海道ブロック血液センターでは、輸血検査全般について研修が可能です。 
検査項目は輸血の安全性に関わる血液型検査、不規則抗体検査、輸血感染症検査（血清学・NAT）、HLA検査
に特化しており、その他に生化学検査、血球計数検査も実施しています。 
献血者のスクリーニング検査は自動化されており、検査データはコンピュータシステムで管理され、安全な
血液製剤の供給が可能になっています。 
血液型、HLA検査に関しては地域のリファレンスラボを目指しており、各医療機関での検査が困難な例も依
頼検査として受け付けております。また、輸血に直接関係のない新生児の溶血性疾患、血小板減少症、好中
球減少症についても共同研究として実施しております。 
感染症に関しては北海道地域に多い HEVを中心に遺伝子解析によるウイルス株の同定を実施しています。 
また、献血思想の普及・啓発を含めた血液事業全般に関する知識や理解も深めていただきます。 
なお本施設は、日本輸血・細胞治療学会認定医制度指定施設、認定輸血検査技師制度指定施設となっていま
す。 


